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 Ⅰ．算定手順

　

　

Ⅳ.料金の設定に使用した単金
～認可網使用料算定根拠より引用～

・網使用料算定根拠＜平成18年3月31日認可＞
（長期増分費用方式によるＰＨＳ基地局回線接続料算定根拠）

・網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可(補正申請）＞・ 網 使 用 料 算 定 根 拠 ＜ 平 成 1 8 年 3 月 3 日 認 可 ＞ �







2.通信路設定伝送機能

2-1．高速ディジタル伝送サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定

１．高速ディジタル伝送（エコノミークラス）



１．第１種ＡＴＭ専用（1）サービス区分別料金料金（ 円 / 回 線 ・ 月 ・ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ １ ） 7 1 , 1 5 7 （ 円 / 回 線 （ 6 4 k b / s ） ・ 月 ・ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ １ ） 4 4 7 （ 円 / 回 線 （ 6 4 k b / s ） ・ 月 ・ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ １ ） 1 7 7 （ 円 / 回 線 （ 6 4 k b / s ） ・ 月 ・ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ １ ） 2 7 8







２．第２種ＡＴＭ専用

・「上り」で伝送速度を保証するもの

（1）サービス区分別料金

料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 71,157

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 447

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 177

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 278

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 7

（円/回線・月） 453

（2）速度換算係数（専用回線１回線における１伝送方向）

Ａ．専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路、専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路

0.2Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 0.80 2.00 4.00 7.00 11.00 14.00 17.00 20.50 22.00 23.50 25.50

Ｂ．専用線ノード装置

0.2Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 1.60 4.00 8.00 14.50 21.50 28.50 34.00 40.50 44.00 47.00 51.00

（3）0.1Mb/s単金算定対象速度品目数

速度品目数

a.0.3Mb/s～0.4Mb/sまで 3

b.0.6Mb/s～0.9Mb/sまで 5

区分

区分 係数

区分 係数

区分

e.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線距離比例

d.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線比例

ｆ.専用回線管理運営費

備考

Ⅳの２の①のｃ

Ⅳの２の①のｅ

Ⅳの２の④のｃ

Ⅳの２の④のｄ

a.専用加入者線装置モジュール

c.専用線ノード装置

b.専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路 Ⅳの２の②のｂ

Ⅳの２の③のｄ





・「下り」で伝送速度を保証するもの
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カ．3.1C2��備考（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）106（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）98（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）66（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）2（注）C2��キｨ�D2��D2��備考（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）106（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）77（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）66（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）2（注）D2��クｨ�E2��E2��備考（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）124（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）91（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）77（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）2（注）E2��ケ��F2��L7鰻冦ｨ,ﾉ�ｩw����ﾈ%����ﾈ,�*�*�.�%�6��y_ｸﾏﾈ+(,h,ﾃ�.1L7鰻冦ｨ,ﾉ�ｩw����ﾈ%����ﾈ,�*�*�.�%�6��y_ｸﾏﾈ+(,h,算�ｨ91（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）77（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）2 （b香jE2��uL 7鰻冰"��c. p回線１回線における１伝送方向ごとの02��L7鰻冦ｨ,ﾉ�ｩw����ﾈ%����ﾈ,�*�*�.�%�6��y_ｸﾏﾈ+(,h,算�ｨ9 1 （円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）77（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2）2











②ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ公衆電話発信機能

Ａ.電話機等コスト

コスト等 備考

a.原価（百万円） 6,495

b.通信時間(千時間） 5,006

c.1秒あたり（円/秒） 0.3676 ａ÷ｂ×Ⅲの保守換算係数

Ｂ.端末回線コスト

ａ.端末回線部分

備考

ア.1回線あたりｺｽﾄ(円/回線・月) 1,256

イ．加算料 262

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ ウ.回線数(回線) 74,637

公衆電話 エ.通信時間(千時間) 5,006

オ.1回線あたり通信時間(時間) 67 エ÷ウ

カ.1秒あたり(円/秒) 0.0755 (ア+イ)×12ヵ月÷オ

ｂ.ＯＣＵ部分

備考

ア.1回線あたり(円/回線・月） 200

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ イ.回線数(回線) 71,009

公衆電話 ウ.通信時間(千時間) 5,006

エ.1回線あたり通信時間(時間) 70 ウ÷イ

オ.1秒あたり(円/秒) 0.0095 ア×12ヵ月÷エ

ｃ.合計

備考

ア.端末回線部分(円/秒) 0.0755 ａのカより

イ.ＯＣＵ部分(円/秒) 0.0095 ｂのオより

ウ.合計（円/秒） 0.0850 ア＋イ

Ｃ.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 40

加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもののコスト 40 ①のＣのイのｅより

b.回線数(回線) 71,009

公衆電話 c.通信時間(千時間) 5,006

d.1回線あたり通信時間(時間) 70 ｃ÷ｂ

e.1秒あたり(円/秒) 0.0019 ａ×12ヵ月÷ｄ

Ｄ.合計

備考

a.電話機等ｺｽﾄ(円/秒) 0.3676 Ａのｃより

b.端末回線ｺｽﾄ(円/秒)





Ⅳ．料金の設定に使用した単金

１.端末回線伝送機能
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